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Δu = ΔQ − ΔW と理解してよいです。
これは熱力学第一法則の標準形です。

Δu = Cv ΔT と理解してよいです。
乾燥空気を理想気体とみなすと、内部エネルギー
は温度だけの関数になるためです。

空気塊の内部エネルギーは温度 T のみに依存すると
理解してよいです。
理想気体では内部エネルギーは体積や圧力に依存せず、
温度だけで決まります。

CvΔT=ΔQ-pΔα
CvΔT：内部エネルギー増加量Δu
加熱量：ΔQ
膨張仕事：pΔα(ΔW)
温度変化：ΔT
Cv：定積比熱
p：圧力
Δα：体積変化量

内部エネルギーの増加量は、加熱エネルギーから膨張仕事エネメギーを引いたものになる
内部エネルギーの増加量＝加熱エネルギー－膨張仕事エネメギー
加熱エネルギー＝内部エネルギーの増加量+膨張仕事エネメギー

dQ=CvdT+pdα
：熱力学第一法則　定積比熱表現
pα=RT：状態方程式
pdα+αdp=RdT：状態方程式の微分
dQ=CvdT+pdα
=CvdT+RdT-αdp
=(Cv+R)dT-αdp
=CpdT-αdp：定圧比熱で表現
dQ = CpdT：定圧過程
dQ = CvdT：定積過程
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「静力学平衡では，鉛直方向の運動方程式において鉛直加速度と鉛直気圧傾度力がバランスしている」
という理解は 誤り です。正しくは、
「静力学平衡では、鉛直気圧傾度力と重力がつり合っており、鉛直加速度はほぼゼロになる」です。
総観規模の大気では鉛直加速度が非常に小さい
そのため鉛直方向の運動方程式は静力学平衡で近似できる
静力学平衡では
dp/dz=-ρg 　
つり合うのは「鉛直気圧傾度力dp/dz」と「重力-ρg」
鉛直加速度はゼロ（つり合いの結果として消える）

重力(質量x重力加速度)と気圧傾度力がバランス

北上する台風では、地上付近の風速は 東側（進行方向右側）が
西側より強い → 正しい
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「海洋は人為起源 CO2の約 80％を吸収している」というのは誤りです。
 最新の科学的評価（IPCC 第6次評価報告書など）では、海洋が吸収しているのは 
人為起源CO2の約 25％ とされています。
気象庁や IPCC の評価によると：
2010年代の人為起源 CO2排出量：約 109 億トン炭素/年
①そのうち海洋が吸収：約 25％（約 2.5 GtC/年）
②陸域（森林など）が吸収：約 30％
③残りが大気中に蓄積：約 45％
つまり、海洋は非常に大きな吸収源ですが、80％ではありません

① 物理ポンプ（溶解）
・大気中のCO2が海水に溶ける
・高緯度の冷たい海水ほど CO2をよく吸収
・海洋循環により深層へ輸送される

② 生物ポンプ
・植物プランクトンが光合成で CO2を吸収
・死骸や有機物が沈降して深層へ運ばれる
これらの働きにより、海洋は人為起源 CO2 の 約 25％ を吸収

25%
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①気象庁（気象台）が危険な気象状況を知事に通報
②知事が市町村長に伝達
③市町村長が「火災警報」を発することができる（義務ではない）
④火災警報は「火災が起きた」ではなく「火災が起きやすい気象条件」の警報

水防警報は気象庁（気象台長）が発する。 都道府県知事は発しない。

災害対策基本法では、 市町村が災害で機能不全になった場合、都道府県知事が市町村長の権限を
代行する と定められています。
なお、避難勧告は現在なくなっている
災害対策基本法第60条では、次のように規定されています（要点のみ説明）。

■ 市町村が災害で機能不全になった場合
市町村長が本来行うべき災害対応（避難指示など）ができない
市町村の事務の全部または大部分が遂行不能
■ その場合
都道府県知事が市町村長の権限を代行する
これは、災害時に住民の安全を確保するための「バックアップ制度」です。

市町村が動けないなら、より上位の自治体（都道府県）が責任を持って代行する

気象庁長官・気象台長・測候所長は
「気象の状況が火災予防上危険である」と認めた場合、都道府県知事に通報する義務がある。

市町村長は火災に関する警報（火災警報）を発することができる。

都道府県知事は
その通報を市町村長に伝える。


